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１．はじめに

【背景】

近年，人工知能などの情報処理技術はめざましく
発展しており，人間から人工知能に代替される事が
多くなると考えられる．そのような状況の中で，AI
による代替が難しいとされる「人間が発想する」こ
との重要性がより高まってゆくと考えられる．そこ
で，人間が発想することを支援する発想支援システ
ムの重要性も高まっている．

【目的】

• 複数キーワードに対して関連語を用いた発想支援
システムの構築

• 関連語の順序関係を用いた 3D 有向グラフの描画
からの発想支援
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２．前提知識

2.1 発想支援システム
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２．前提知識

2.2 テキストマイニング

大量、多量なデータを様々な観点から分析し，役に
立つ情報を取り出そうとする技術．
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３．現システム概要

3.1 アルゴリズム
1. 複数のキーワードから Google の検索結果の

1 ページ分のURLを保存

2. URLからそのページの HTML を取得して
HTML タグを消去したテキストデータを取得

3. そのテキストデータに対して自然言語処理の
前処理を行った後、形態素解析し, 品詞を
絞ってリストにする

4. リストから単語の順序に応じた隣接行列を作
る

5. 隣接行列の規模が大きすぎるので PageRank 
を使って関連性の高い単語に絞る

6. 隣接行列を 3D 有向グラフに適応する
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３．現システム概要

3.2 実行手順

1. サーバ（Server.py）を起動する

2. システムを実行、ブラウザが開く

3. 任意のキーワードを2つ入力し、実行

4. 3Dグラフが描画される

5. （マウス操作で視点移動が可能）
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３．現システム概要
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４．課題

• 発想支援への活用
向き、ルート →発想支援にどう生かせるか

＋α パス計算、係り受け解析などの処理を考慮

• 評価方法
システムを有用性を示す評価方法

• UI/UXの改善
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